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ベンゼン誘導体 1 に対し、金触媒と外部求核剤 2 を作用させたところ、末端アルキ
ンに対する求核付加反応と環化反応が期待通り位置選択的に進行し、目的のナフタ
































化反応の検討を行ったところ、目的の 1,2-縮環インドール誘導体 7 及び 8 が良好な



































発した共役ジインの連続環化反応を基盤とする conolidine の合成法を計画した 
(Scheme 3a)。検討の結果、第一の環化反応の位置選択性の制御が困難であり、目的
の三連続環化体 12 を選択的に得ることはできなかった。そこで、共役エンイン型
のシリルエノールエーテル 13を用いた合成戦略に変更した (Scheme 3b)。トシルア
ミドから 10 工程で合成した 13 に対し金触媒を作用させたところ、目的の連続反応
が進行し、インドール誘導体 15 が得られた。引き続き、既知の Mannich 反応等を
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